
子宮がんは、がんのできる場所によって子宮頸がんと子宮体が
んに大別でき、婦人科検診は通常、子宮頸がんを発見するため
に行われます。子宮頸がんは若い人に増えています。「がんなん
て私にはまだ関係ない」などと考えず、定期的に子宮がん検診を
受けるようにしましょう。

●月経時以外の出血がある
●下腹部の痛みがある
●茶褐色のおりものが増える

●性交時に出血性のおりものがある
●喫煙しているとくに注意が必要な人

●子宮頸がんはウイルスが原因●

20歳代に
増えている

●子宮体がんについて●女性ホルモンであるエストロゲンが深く関わっており、長期間エ
ストロゲンの影響を受け続ける出産経験のない人や、エストロゲンの量の多い肥満の人な
どはとくに注意が必要です。子宮頸がん検診で異常がなくても、不正出血などの症状が
あったときは、すぐに婦人科へ。

現在では、HPVに対する予防ワクチンが
あるので、希望する方は婦人科医に相談
してみましょう。ただし、HPVには多くのタイ
プがあり、このワクチンも全てのタイプのウ
イルスに対して有効ではないので、引き
続き検診を受ける必要はあります。

子宮頸がんには
予防ワクチン
があります

子宮頸がんは若い人でもかかるので検診が必要
子宮頸がん罹患率（2011年）

資料：独立行政法人国立がん研究センターがん対策情報センター

　子宮の入り口にできる子宮頸がんは、多くの場合性行為
によって感染するヒトパピローマウイルス（HPV）が関与して
います。30～40歳代に最も多いがんですが、近年は20歳
代の患者が急増しています。

　初期の段階では症状はほとんどないので、無症状でも
検診を受けることがたいせつです。主な症状としては不正
出血（月経以外の出血）やおりものの異常があげられます。
また、腰痛や排尿困難になる人もいます。症状があらわれ
たときは、自己判断をせず、早めに婦人科の診察を受けま
しょう。
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罹患率が上がり始める
20歳代の検診受診率は
20～24歳で約10％
25～29歳で約24％
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